
高校入試模擬テスト(第３回) 解答

［１］

（１）

－４.５より小さい整数（－５，－６，－７，・・・）の中で

一番大きい整数は－５である。

-4.5-5-6

（２）

（３）

反比例の式は で表わされる。この式に を代入して

よって となる。この式に

を代入して

（４）
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答　－５

答　ｙ＝－２

答　５.８ km
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（５） 下図の赤線

（６）

［２］

（１）右はしの数

１行目　　５＝５×１

２行目　１０＝５×２

３行目　１５＝５×３

７行目　　　　５×７＝３５

ｎ行目　　　　５×ｎ＝５ｎ

（２）中央の数＝右はしの数－２であるから

（３） ｎ行目の右はしの数＝５ｎ

ｎ行目の左はしの数＝５ｎ－４

ｎ行目の中央の数　＝５ｎ－２

であるから

＝

＝

となり、ｎ行目の中央の数の８倍になる。答　３５

答　５ｎ－２

Ａ

Ｃ

(作図）

Ｂ

Ｄ
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［３］

まず、問題の数量関係を整理しておこう。水族館の入館料は

　１．個人の場合、子どもは大人より２００円安い。

　２．２５人以上は団体割引きで、子どもも大人も、個人の場合の２０％引き。

　３．大人１０人子ども２０人、計３０人は団体割引きで、合計入館料は１６０００円。

　４．個人の場合の入館料を大人ｘ円、子どもｙ円とする。

　

（１）　団体入館料は個人の場合の２０％引きであるから、大人１人あたりの入館料は

　　　　ｘ（１－０.２）＝０.８ｘ

（２）　個人の場合、子どもは大人より２００円安いから

ｙ＝ｘ－２００

　団体入館料は個人の場合の２０％引きであるから、子ども１人あたりの入館料は

　　　ｙ（１－０.２）＝０.８ｙ

よって、

０.８ｘ×１０＋０.８ｙ×２０＝１６０００

①

②

②より　　８ｘ＋１６ｙ＝１６０００

ｘ＋２ｙ＝２０００ ②′

①を②′に代入して　ｘ＋２（ｘ－２００）＝２０００

（３）

ｙ＝ｘ－２００

０.８ｘ×１０＋０.８ｙ×２０＝１６０００

３ｘ＝２４００ ｘ＝８００　，　ｙ＝６００

したがって、大人２人と子ども３人の５人家族が入館するときの入館料は、

８００×２＋６００×３＝３４００

答　０.８ｘ 円

答

ｙ＝ｘ－２００

０.８ｘ×１０＋０.８ｙ×２０＝１６０００

答　３４００円
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［４］

点Ｐは毎秒１cmの速さで動き、ＣからＤ

まで移動するのに５秒かかるのであるか

らＣＤ間の距離は５cmである。

したがって、７秒後の点Ｐの位置は（

７秒で７cm移動するから）点Ｄから点Ａ

の方向へ２cm行った位置である。

△ＰＢＣ＝６×４÷２＝１２

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
３cm

４cm

６cm

（図１）

Ｐ

Ｐ

2cm

5cm

4cm

（１）

（２）

ＢＰ＝５＋３＋４－ｘ＝１２－ｘ

△ＰＢＣ＝ｙ＝６×（１２－ｘ）÷２

　　　　　　＝－３ｘ＋３６

ｘの変域は８秒から１２秒

（３）

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
３cm

４cm

６cm

（図１）

Ｐ
Ｐ 5cm

12-X

ｘ：４＝３：５

△ＰＢＣ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
３cm

４cm

６cm

（図１）

Ｐ
5cm

Q

3cm

3cm3cm

X

4

（ア）

＝

答　１２ cm 2

答　３.６ cm 2

答　ｙ＝－３ｘ＋３６　（８≦ｘ≦１２）
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（イ）

点Ｐが辺ＣＤ上にあるとき

ｈ：４＝ｘ：５

ｙ＝

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
３cm

４cm

６cm

（図１）

Ｐ 5cm

Q

X

X
6-X

Ｐ

X-5

4

ｈ

点Ｐが辺ＤＡ上にあるとき

点Ｑはちょうど６秒で点Ｃに達する。

問題では｢点ＱがＣに着くまでに｣とある

のでちょうど６秒は解に含めない。

［５］

（１）

△ＰＢＣと△ＱＡＣで

△ＡＢＣ，△ＰＣＱは正三角形だから、

　　　ＢＣ＝ＡＣ

　　　ＰＣ＝ＱＣ

また、∠ＰＣＢ＝６０°－∠ＡＣＰ

　　　∠ＱＣＡ＝６０°－∠ＡＣＰ

③④から

　　　∠ＰＣＢ＝∠ＱＣＡ

①②⑤から、２辺とその間の角が、

それぞれ等しいことがいえたので、

　　　△ＰＢＣ≡△ＱＡＣ

①

②

③

④

⑤

答　１ ，５ （秒後）

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ

（図１）
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（２）（ア） 点ＰはＡＣの中点だから

　　　　　ＡＰ＝ＰＣ

　　　△ＰＣＱは正三角形だから

　　　　　ＰＣ＝ＰＱ

　　　①②より

　　　　　ＡＰ＝ＰＱ

　　　したがって、△ＡＰＱは２等辺三角形

　　　よって

　　　　　∠ＰＱＡ＝∠ＰＡＱ

　　　また、

　　　　　∠ＱＰＣ＝６０°

　　　③④より

　　　　　∠ＡＱＰ＝３０°

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ
Ｑ

Ｄ

（図２）

①

②

③

④

（イ） △ＱＰＤ∽△ＢＣＤ　（２組の角が等しい）

よって

　　

＝

点ＰはＡＣの中点だから　ＰＡ＝ＰＣ

よって

答　３０ （度）

答

60°

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ Ｑ

Ｄ

（図２）

Ｄ

6 以上


